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よこはま日本語学習支援センター

日時

参加
者数

日本語教室「よこはまでつながる くらしの日本語」
（夏期）実施報告

主催：(公財)横浜市国際交流協会

教室名

場所

対象

講師

オンライン（Zoom）

2021年9月3日、10日、17日、24日、10月1日(金）
10：00～11：30 全5回

「よこはまでつながる くらしの日本語」（夏期）

横浜市在住、在勤、在学者。ひらがなが読める人。
簡単な会話ができる人。オンライン環境を準備でき
る人

日本語学習者 10人（延べ30人）
（インド3、中国2、シンガポール1、
スリランカ1、台湾1、ベトナム1、香港1）

サポーター（※）15人（延べ29人）
（※） 5-7「支援者向けオンライン日本語学習支援講座」

参加者から募集しました

田中 康予さん（社会福祉法人さぽうと21
日本語教室講師）

取組6-4
2021年10月

コロナ禍で対面の日本語学習の機会が縮小しているなか、学習者が自律的に勉強す
ることができるオンライン教材を紹介し、継続的に日本語学習が行えることを視野に入
れた日本語教室を開催しました。
教材は文化庁の「つながるひろがる にほんごでのくらし（通称「つなひろ」）」を活用
しました。さらに、横浜での生活に役立つことを目的に、薬局やごみ、災害など生活に密
着したテーマを各回完結でとりあげました（裏面参照）。横浜で活動する地域日本語教
室のみなさんを教室活動のサポーターとして迎え、小グループで教材の動画を活用し
ながら話の展開や場面に応じたせりふを考えたり、横浜での生活に関わる情報やアイ
デアを出し合ったりしながら、楽しく日本語を学びました。

「災害に備えて、あなたはどうする？」
意見を出し合い整理しました。

「青いものを持ってきてください」
家の中から探し、共有しました。

（ICT活用日本語教室 日本語学習者向け「オンライン教材を活用した日本語教室」）



横浜市委託事業／文化庁令和３年度「地域日本語教育の総合的な体制づくり推進事業」活用
©2021 Yokohama Association for International Communication and exchanges(YOKE)

2021(令和3)年度事業報告

https://yokohama-nihongo.com

運営：公益財団法人横浜市国際交流協会（ＹＯＫＥ）

                   

          

よこはま日本語学習支援センター

取組5-７（C-1）
2021年10月

参加者の声
（アンケートから抜粋）

各回の
テーマ

日本語教室

「よこはまでつながる くらしの日本語」
（夏期）実施報告

・実際のオンライン授業に参加できたこ
とで、全体の流れ、学習者とのやりと
り、画面共有などの操作を体験でき、
イメージがつかめました。

・通常の対面教室では、授業の前や後に
雑談をすることも多いので、学習者を
近く感じます。それに対してオンライ
ンでは様子が伝わりにくいところが
あったり、発話のタイミングが取りに
くかったりするのかと思っていました
が、予想していたほどのやりにくさは
感じませんでした。

（一部補足）

サポーター

・とても面白くて、楽しいし、これ
らの会話セッションからたくさん
のことを学びました。

・会話練習ができるように、良くア
レンジされていました。このよう
な講座がたくさんあることを期待
しています。

・このクラスは日本語を練習するの
にとても役に立ちます。

・状況会話はとても役に立ちます。
日本の生活について多くのことを
学ぶことができます。
（一部翻訳）

学習者

主催：(公財)横浜市国際交流協会

災害をテーマにした回では、家にある防災グッズを見せながら、説明し合いました。
家にあるものを手軽に見せられるのは、オンラインならではの良さです。


